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１２４「Fraguas de Gitanería」 

 

 「ミ ジェガ セ メ アルボロータ」 

「アル ジェガール ラ プリマベーラ」 

男性の緊張感あふれる、甲高い歌声で始まるこの唄、、、初めの２，３フレーズ聴いただけで、ドラマ

チックな歌い方に引き込まれた。男性の唄が終わると、女性コーラスと手拍子に続き、ギター伴奏の間

に転調、そして女性ソロが始まる。若い女性の声だが、喉の奥から絞り出すようなかすれ声が凄くいい！ 

男女ソロの部分は短く、アッという間に終わってしまい、再び女性コーラスの印象的なメロディーが

何度も繰り返され、野太い声のナレーション、そして最後は馬の「荒い息音」で終わる。 

とても印象に残る唄だ。テンポはかなり速く、リズムはルンバ（ルンバ フラメンカ）の様でもあるし、

パルマ（手拍子）はタンゴ（タンゴ フラメンコ）風だ。唄の言葉は速く、ほとんど聴き取れない。 

かろうじて聴き取れたのは、 

「ジェガール ラ プリマベーラ」  春が来る 

「ロス カミーノス」        道 

「タンボリル」           太鼓 

 「ノーチェ デ ルナ ジェナ」   満月の夜 

 「シンフォニア」          交響曲 

何の唄だろう？   題名の「Fraguas de Gitanería」フラグアス デ ヒタネリーアとは？ 

辞書には“フラグア”は“鍛冶屋の炉”、“ヒタネリーア”は“ジプシー達”とある。意味は『ジプシー 

の鍛冶屋（炉？）』となるが、さて何だろう？曲の最後に入れられた、象徴的な馬の「息音」と合わせる 

と、馬と鍛冶屋に関係ある唄と想像される。しかし、わずかに聴き取れたロマンチックな単語とは結び 

つかない。動画では、たくさんの馬が教会前の広場に集まる画像が流れる。 

Fraguas de Gitaneria 

 この唄が気に入り、何度も繰り返し聴いた。男性，女性ソロの部分が短く、コーラスが長すぎる、と 

いう少し残念なところもあるが、とにかく惹かれる唄だ。 

ネット上で歌詞を探したが、なかなか見つけることができなかった。なぜないのだろう？多くの唄の

歌詞は見つかるのに、、、と調べてもなかなか見つけられず、あった！と思ったら有料だったり。一旦諦

めたが、数ヶ月経って気を取り直してしつこく調べたらやっと見つかった！ 

歌詞が知りたかったのは、詳しい意味を知りたいというより、唄の言葉があまりにも聴き取れないの

で、唄と言葉を一致させ、大体どんなことを唄ったものか知りたかったためだ。 

「Fraguas  de  Gitanería」 

唄 Galopando
ガ ロ パ ン ド

 por
ポ ル
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ロ ス

 Sueños
ス ウ ェ ニ ョ ス

    詩 Adelina
ア デ リ ー ナ

 Palacios
パ ラ シ オ ス

 Fernández
フ ェ ル ナ ン デ ス
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      Al
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https://www.google.co.jp/search?q=fragua+de+gitaneria&sxsrf=APq-WBu8ufmtUd7tlcOpj0h6HdRaRMS4-w%3A1644714398489&source=hp&ei=nlkIYtDEG4zBhwOmxZyAAg&iflsig=AHkkrS4AAAAAYghnrqrsUetr9eTvyyPGvwcWqunPFuOh&oq=fr&gs_lcp=Cgdnd3Mtd2l6EAEYADIECCMQJzIECCMQJzILCAAQgAQQsQMQgwEyCwgAEIAEELEDEIMBMggIABCABBCxAzILCAAQgAQQsQMQgwEyCwgAEIAEELEDEIMBMgUIABCABDoNCAAQgAQQsQMQgwEQBDoHCAAQgAQQBDoGCAAQBBADUABY2BRgzi1oAHAAeACAAYQBiAHSAZIBAzEuMZgBAKABAQ&sclient=gws-wiz
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これで、どんな歌詞をどのような発音で唄っているかがわかった。 

次は意味だ。ネット上のスペイン語翻訳で試してみたが、何となく意味は伝わって来るが、この訳では

ほとんどわからない。とりあえず１番だけ記してみると、、、 

私の牝馬は動揺します             春が来るとき 

そして道路の夢                松と砂で 

タンバリンのエコーで             満月の夜に 

ロックローズとタイム付き           ラインとバーニングで.. 

それをあなたの蹄鉄工にブランド化する     銀の蹄鉄を置く 

それをあなたの蹄鉄工にブランド化する     足にまつげをつけます 

アンビルのコンパスにあなたに従ってください  なんて交響曲の呪文 

鍛造はすでに失われています          ジプシーは偽造します 

辞書で単語の意味を調べれば、もう少しマシな訳ができると思うが、詞の翻訳はそれほど簡単ではな

い。別に意味が分からなくてもいい、と暫く放っておいた。 
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 月日が過ぎて、そうだ！セビリアのマリアムに訊いてみようと思い立ち、フェイスブックのメッセン 

ジャーを通して質問してみた。彼女は頻繁にフェイスブックで発信していて、弟や、母親もそれぞれ独 

自に発信している。質問への返信が以下である。 
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 分かりにくそうな部分を選んで、丁寧に時にはイラスト入りで説明してくれ、ほぼ理解することがで 

きた。キーワードは“el
エル

 Quema
ケ ー マ

”だ。“quema” は「焼くこと，焼却，火刑，火事」というような意 

味で、その意味では通じないが、“el Quema”と大文字で書けば、「ロシオへの道」を意味する。マリア 

ムの返信文は quema と小文字で書かれているが、説明は“ ロシオへの道”となっている。 

巡礼者の道を含む地域を流れる「ケマ川」を、ロシオ巡礼の象徴として“el Quema”と呼ぶようにな

ったようだ。 

これだけで“ロシオ巡礼を唄ったもの”ということがわかる。この一言だけで多くのことがスッと納 

得できた。さらにいくつか分からないところがあり追加で訊いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ろうそくの明かり』と前後の意味がつながらない」 

「馬の歩幅が狭くなるのは何故？」という２つの質問 

 すぐに次のような返事がきた。 
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「馬の歩幅が狭くなる」のは、砂の多い悪路を、長距離歩くことによる疲れということらしい。確かに、 

人を乗せた荷車を引きながら何日も歩くので、馬は疲れるに違いない。 

『ろうそくの明かり』の前後のつながり、については分からないようだ。詩は突然意味のつながりが 

分からない言葉が出てきたりする。 

 

「ロシオの巡礼祭」は、スペイン アンダルシア地方に伝わる伝統的な宗教行事である。荷車ととも

に、歩いてウエルバ県にある「ロシオ」村に向かう。熱心なカトリック信者は、遠隔地から何日もかけ

てロシオに向かう。ロシオの聖堂にある、小さな白いマリア像「ブランカ・パロマ」を目指す一大イベ

ントである。 

 教えてもらったことを踏まえて、私なりに訳してみたがどうだろう？ 

 

私の牝馬は、春が来ると幸せでワクワクになる 

松の木生えるいなかの道を夢見て 

満月の夜に響く太鼓の音、シッサスとじゃこう草の香り 

ロシオ巡礼の道に延びる轍の跡を夢見て 

馬鍛冶は銀の蹄鉄を足に打ち付け 

荷車の車輪の縁に金具を打ち込む 

鍛冶場に響く金床の音は心を酔わせる交響曲のよう 

今はもうヒターノ（ジプシー）の鍛冶場はなくなってしまった 

 

牝馬の足はタンポポで溢れ 

新しい野の草花は春の贈り物 

牝馬はろうそくの明かりの下で私の唄に夢心地 

還り道の足取りは重い 

馬鍛冶は銀の蹄鉄を足に打ち付け 

荷車の車輪の縁に金具を打ち込む 

鍛冶場に響く金床の音は心を酔わせる交響曲のよう 

今はもうヒターノ（ジプシー）の鍛冶場はなくなってしまった 

 

 この唄は、春を迎え間近に迫った“ロシオ巡礼”を待つ、ワクワクの気持ちを牝馬に託して表すとと 

もに、それを支えるヒターノの鍛冶屋が、今はもうなくなってしまった悲しみを唄ったものではないだ 

ろうか？ （２０２２．０２．１１） 

 


